
か
た

だ

石
川
。
堅
田
Ｂ
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
堅
田
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
谷
口
宗
治

。
谷
日
明
伸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
三
一世
紀
―

一
五
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

堅
田
Ｂ
遺
跡
は
、
金
沢
市
北
東
の
丘
陵
地
帯
縁
辺
に
立
地
す
る
。
遺
跡
の
南

に
森
下
川
が
流
れ
、
川
に
沿
っ
て
古
く
か
ら
加
賀
と
越
中
を
結
ぶ
街
道
と
し
て

骸
　

利
用
さ
れ
た
小
原
往
来
を
踏
襲

す
る
国
道
三
〇
四
号
線
が
通
過

す
る
。
遺
跡
の
あ
る
堅
田
町
は

東
の
丘
陵
を
五
血
も
東
進
す
れ

ば
幅
波
平
野
を

一
望
す
る
富
山

県
福
光
町
に
抜
け
、
南
西

ヘ

周

七
血
で
加
賀
の
中
心
で
あ
る
金

金

沢
城
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
交

通
の
要
衝
で
あ
る
。
ま
た
、
遺

跡
の
北
に
位
置
す
る
山
は

「城
山
」
と
呼
称
さ
れ
、
そ
の
頂
に
は
木
曽
義
仲
に

よ
る
築
城
伝
説
が
伝
わ
る

「堅
田
城
跡
」
が
残
る
。
遺
跡
は

「城
山
」
南
後
背

面
の
斜
面
を
森
下
川
に
よ
っ
て
削
平
さ
れ
形
成
さ
れ
た
、
粘
性
の
き
わ
め
て
強

い
シ
ル
ト
質
土
壌
の
河
岸
段
丘
上
に
立
地
す
る
。

当
遺
跡
は
国
道
八
号
線
バ
イ
パ
ス
エ
事
に
伴
う
事
前
調
査
に
よ
り
発
見
さ
れ

た
新
規
の
遺
跡
で
、
推
定
面
積
は
お
よ
そ
五
〇
〇
〇
ポ
に
及
ぶ
。
遺
跡
の
性
格

は
、
出
土
し
た
土
師
器

・
陶
磁
器
類
か
ら
、　
〓
三
世
紀
前
半
頃
か
ら

一
四
世
紀

中
頃
に
か
け
て
営
ま
れ
た
館
跡
と
み
ら
れ
る
。
今
回
の
発
掘
調
査
は
、
バ
イ
パ

ス
路
線
計
画
に
か
か
る
館
中
心
部
と
南
西
部
に
つ
い
て
実
施
し
た
。
遺
構
検
出

面
の
深
さ
は
現
地
表
下
Ｏ

・
六
―
○

・
八
ｍ
で
沖
積
平
野
の
遺
跡
と
比
較
し
て

か
な
り
深
い
位
置
に
埋
没
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

遺
構
と
し
て
は
、
五
問
×

一
〇
間

全
〓
一七
雷
）
の
「主
殿
」
と
み
ら
れ
る
建

物
を
検
出
し
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て

一
辺
が
約

一
〇
〇
ｍ
の
堀
が
四
周
を
め
ぐ

り
、　
一
町
四
方
規
模
と
み
ら
れ
る
。
主
殿
北
の
空
閑
地
に
は

「脇
殿
」
と
考
え

ら
れ
る
四
間
×
人
間
全

六
人
留
）
の
建
物
が
、
ま
た
脇
殿
の
東
に
は
井
戸
跡
が

検
出
さ
れ
て
い
る
。
柱
穴
及
び
井
戸
の
個
数
か
ら
、
こ
れ
ら
の
主
殿
及
び
脇
殿
、

井
戸
は
そ
れ
ぞ
れ
二
回
の
建
て
替
え
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

巻

数

板
と
み
ら
れ
る
木
簡
は
、
館
南
西
部
の
堀
に
取
り
付
け
ら
れ
た
Ｌ
字

形
に
展
開
す
る
溝
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
Ｌ
字
溝
は
当
初
館
を
め
ぐ
る
堀
の

一
部

で
あ
っ
た
も
の
が
、
そ
の
後
改
変
さ
れ
埋
め
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
木
簡

の
ほ
か
多
数
の
木
製
品
及
び
土
師
器

・
陶
磁
器
類
を
含
む
こ
と
か
ら
、
廃
棄
土
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摩詞股若波羅密口日経

観自在菩薩行深股□□羅密多×

蘊皆空度一切□厄□利子色不□×　　刈

異色□即是空□□是色□想□×　　　
８２０

科時和剛鍛錦難磯帥防団防働御際×　燃

耳鼻舌身□元色□□□触法元×

〔ゝヵ〕

元□識界元元明亦元回□尽乃至×

亦元老死尽元□□□□元智亦□×

所得□菩提□□依□□波羅日――□×

塁□元望儀故元有恐回遠日――国×

想究党涅般三世□□依般若□ｘ

得阿褥多羅三貌三菩□故□□×

多是□神児是大明児是天同――国×

一切苦真実不虚故口ＨＩＩＨ国×

児即説児日

堀諦潟諦　波羅堀諦　波羅僧堀諦×

般若心経

御祈所

０
奉修年始御願書目録

一　書写股若心経一巻笠出中山

一　奉講読仁王般若経七□

一　奉読誦金剛般滞焔た発

一　奉読誦観世音経□日国巻

〔悲ヵ〕〔十ヵ〕

一　奉供□回庚□□□

一　奉造立大日□□
〔酔紹野
廿五本

〔告ヵ征拐〕　〔者ヵ〕

右年時御願節□同国旨□為□

〔受ヵ〕　〔先ヵ〕

信心勢至比丘尼□口□□回日回兄

師福群延長心中国回□国日日Ｈ国中

国□諸人快楽□口国御時日日Ｈ□

□願安穏万民同国楽ローー回□□

門ゝ戸ゝ息災延命安穏泰平

〔如ヵ〕

奉願告報□件

確第三路為〕

大法師善×
敬白

こ

摩詞般若波羅密

ｏ　　　　多心経

観自在菩薩行深般若　刈

波羅密多時照見五蘊　７９０

皆空度一切苦厄舎利子隊

色不異空空不異色

色即是空空即是色

受想行識不腹如是

舎利子是諸法空相

不生不滅不垢不浄

不増不減是故空中

無色無受想行識不

限耳鼻舌身意

元色声香味触法元

限界乃至元意識界

元元明亦元元明尽

乃至元□死亦元老

死尽元苦集減道元

智亦元得□元所得

故菩提薩難□般若
〔硯ヵ〕

波羅密多故心□塁早

元里碇故元有恐怖遠

離一切顛倒夢想究

党涅般三世諸佛依

般若波羅密多故□

阿褥多羅三貌三□□

故知般若波羅密□

是大神児是大明□是

天上児是元等等児□

除一切苦真実不□

故説般若波羅密□

児即説児曰

掲諦掲諦　波羅掲□

波羅僧掲諦　菩□□□可

般若心経

人日

弦長参年正月

大阿師敬白

§

駆柊＠引祖せふ宮
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1997年出上の木簡

(3)   (7)   (6)   (5)   (4)   (3)ω
②
は
巻
数
板
と
み
ら
れ
る
木
簡
で
あ
る
。
横
材
と
し
て
使
用
さ
れ
、
木
目

と
直
交
す
る
方
向
に
文
字
が
記
さ
れ
る
。
ω
は
木
目
に
沿
っ
て
大
き
く
三
つ
に

割
れ
、
横
材
の

一
番
下
の
部
分

（図
の
左
端
）
の
損
傷
が
激
し
く
、
両
端
が
欠

損
し
て
い
る
。
巻
数
板
の
上
部
左
右
に
円
形
の
穿
孔
え
理
が
な
さ
れ
、
紐
を
通

し
て
吊
る
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
墨
痕
は
退
色
し
て
消
失
、
文
字
位

置
の
浮
き
上
が
り
に
よ
っ
て
判
読
が
可
能
な
状
態
で
あ
る
。
記
述
内
容
は
股
若

心
経
全
文
、
「奉
修
年
始
御
願
書
目
録
」
及
び

「建
長
第
一邑

（
〓

一五
こ

云
々
の
日
付
、
「大
法
師
善
×
」
と
続
く
。
「奉
修
年
始
御
願
書
目
録
」
中
に
記

載
の
あ
る

「
一　
奉
造
立
大
日
□
□
〔醇
紀
婆
十
五
本
」
は

「大
日
如
来
卒
塔

婆
」
と
類
推
さ
れ
、
併
せ
て
検
出
さ
れ
た

「南
無
大
日
如
来
」
卒
塔
婆

（働
―

⑤
な
ど
）
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。
中
世
の
正
月
行
事
で
あ
る

「巻
数
板
」

奉
納
の
際
に
は
、
「般
若
心
経
」
を
は
じ
め
経
文
各
種
の
転
読
並
び
に
卒
碁
婆

「
＜
南
無
五
大
力
菩
薩
」

〔鉦
一カ
〕

「南
□
×
」

「南
無
大
日
如
来
」

「
＜
南
無
大
日
如
来

「
＜
南
無
大
日
如
来

「
＜
南
無
大
日
如
来
」

］
い
Φ
×

（
ふ
ｏ
）
×

卜
　

ｏ
⇔
岸

］
り
］
×

∞
⇔
×

卜
　

ｏ
⇔
μ

］
釦
ｏ
×

∞
∞
×

卜
　

ｏ
φ
Ｐ

（
Ｐ
Ｏ
∞
）
×

］
伽
×

９
　

ｏ
⇔
牌

（
μ
『
卜
）
×

］
伽
×

卜
　

ｏ
⇔
騨

］
］
］
×
］
卜
×
い
　
ｏ
⇔
い

14)



の
奉
納
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

②
は
、
巻
数
板
中
央
部
に
斜
め
方
向
の
割
れ
が
あ
る
。
巻
数
板
の
上
部
左
右

に
円
形
の
穿
孔
処
理
が
な
さ
れ
、
紐
を
通
し
て
吊
る
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら

れ
る
。
い
と
同
様
、
墨
痕
は
退
色
し
て
消
失
、
文
字
位
置
の
浮
き
上
が
り
に
よ

っ
て
判
読
が
可
能
な
状
態
で
あ
る
。
記
述
内
容
は
般
若
心
経
全
文
、
「弘
長
三

年

（
〓
〓
全
じ
正
月
八
日
」
の
日
付
、
「大
阿
師
」
と
続
く
。
①
で
記
述
の
あ

る

「奉
修
年
始
御
願
書
目
録
」
に
相
当
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、
年
号
以

下
に

「正
月
八
日
」
と
あ
り
、
修
法
実
施
日
を
具
体
的
に
特
定
で
き
る
点
が
注

目
さ
れ
る
。

越
後
の
国
人
領
主
で
あ
っ
た
色
部
氏
に
伝
わ
る

「色
都
家
文
書
」
で
は
、
巻

数
板
奉
納
は
正
月
八
日
に
行
な
わ
れ
た
と
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
コ

遍
上
人

絵
伝
』
や

『北
野
天
神
縁
起
絵
巻
』
に
は
、
館
の
門
に
縄
を
張
り
、
「巻
数
板
」

を
吊
る
し
て
あ
る
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
風
習
は
、
福
井
県
大
浜
町
や

新
潟
県
佐
渡
島
に
、
村
の
入
日
に

「巻
数
板
」
を
正
月
八
日
に
吊
る
す
行
事
と

し
て
伝
承
し
て
い
る
事
例
が
あ
る

（中
野
豊
任

『祝
儀
・
吉
書
・
呪
符
し
。
今
回

の
巻
数
板
の
発
見
は
、
考
古
資
料
と
文
献

・
絵
画

・
民
俗
資
料
と
が
見
事
に

一

致
し
た
貴
重
な
事
例
と
し
て
、
重
要
な
発
見
と
い
え
よ
う
。

③
ｌ
①
は
①
②
と
同
じ
廃
棄
溝
か
ら
出
上
し
た
卒
塔
婆
で
、
関
連
す
る
遺
物

と
み
ら
れ
る
。
①
は
上
端
部
に
切
り
込
み
の
入
る
卒
塔
婆
。
上
方
よ
り
中
程
ま

で
、
右
端
部
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
墨
痕
の
残
り
が
よ
く
文
字
の
判
読
に
支
障

は
な
い
。

い
は
完
形
の
卒
塔
婆
で
あ
る
が
、
墨
痕
は
ほ
と
ん
ど
退
色
し
、
最
初
の
一
文

字
が
確
定
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
続
く
文
字
は

「無
五
大
力
菩
薩
」
か

「無
大

日
如
来
」
と
推
測
さ
れ
る
。

①
は
い
と
ほ
ぼ
同
大
の
卒
塔
婆
で
こ
ち
ら
は
墨
痕
の
残
り
が
よ
い
。
材
質
も

い
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

⑥
ｔ
③
は
上
端
部
に
切
り
込
み
の
入
る
形
態
の
卒
塔
婆
で
あ
る
が
、
①
ｌ
働

よ
り
は
小
型
で
ま
た
、
９
１
０
が
偏
長
な
三
角
形
の
扇
形
を
呈
す
る
の
に
対
し
、

⑥
ｌ
Ｏ
は
上
方
よ
り
中
位
ま
で
長
方
形
の
短
冊
形
に
展
開
し
、
下
で
楔
形
に
変

化
す
る
形
態
と
な
っ
て
い
る
。
字
体

。
形
状
な
ど
か
ら
⑤
ｌ
①
の
三
点
は
、
同

時
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
①
は
下
半
部
を
欠
損
し
て
い
る
。
検
出
し

た
卒
塔
婆
の
中
で
は
最
も
墨
の
残
り
が
よ
く
、
全
文
を
肉
眼
で
判
読
で
き
る
。

⑭
は
下
先
端
部
を
欠
損
す
る
が
、
０
と
ほ
ぼ
同
じ
規
格
と
考
え
ら
れ
る
卒
塔

婆
で
あ
る
。
墨
痕
は
他
の
卒
塔
婆
に
比
べ
る
と
残
り
が
よ
く
、
肉
眼
で
判
読
で

き
る
。

①
は
墨
痕
が
幸
う
じ
て
残
り
、
凹
凸
に
よ
る
判
読
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
と
、
当
教
育

委
員
会
の
谷
日
明
伸
が
担
当
し
た
。

（谷
口
宗
治
）


